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リ
ハ
ビ
リ
や
退
院
支
援
が
中
心

　
４
月
１
日
㈯
、
旧
市
立
川
西
病

院
敷
地
南
側
に
「
川
西
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
が
開
院
し
ま

す
。

　
市
内
で
不
足
し
て
い
た
回
復
期

病
床
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
運
営
主
体
は
、
医
療
法
人

晴
風
園
で
す
。

　
病
床
は
１
６
０
床
を
設
置
。
主

に
回
復
期
機
能
の
病
院
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
す
。回
復
期
機
能
に
は
、

主
に
二
つ
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、急
性
期
後
の
患
者

の
受
け
入
れ
で
す
。

　

急
性
期
病
院
な
ど
で
治
療
後
、

病
状
が
安
定
し
た
患
者
さ
ん
に

対
し
て
、
在
宅
復
帰
に
向
け
た

リ
ハ
ビ
リ
や
、
退
院
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
在
宅
や
介
護
施
設

か
ら
の
急
性
期
病
院
に
入
院
す
る

状
態
で
は
な
い
軽
症
の
患
者
の
受

け
入
れ
で
す
。

内
科
・
小
児
科
と

休
日
診
療
を
実
施

　

外
来
診
療
は
内
科
１
診
に
加

え
、
小
児
科
１
診
と
休
日
診
療
も

行
わ
れ
ま
す
。　

　

小
児
科
と
休
日
診
療
は
、
市

の
要
請
と
補
助
の
上
、
地
域
医

療
連
携
推
進
法
人
の
協
力
で
運

営
さ
れ
ま
す
。

　

休
日
診
療
の
開
始
日
な
ど
は
、

決
ま
り
次
第
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
病
院
の
休
日
診
療
開

始
に
伴
い
、
旧
市
立
川
西
病
院
内

の
応
急
診
療
所
は
３
月
31
日
に
閉

院
し
ま
す
。

医
療
連
携
で

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

　

４
年
９
月
、
キ
セ
ラ
川
西
地

区
に
開
院
し
た
「
市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
」
は
、
救
急
医
療
や

小
児
、
周
産
期
医
療
な
ど
の
政

策
医
療
を
担
う
と
と
も
に
、
急

性
期
と
一
部
高
度
急
性
期
の
治

療
を
実
施
。

　
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
医
療
の
中

心
と
な
り
、
川
西
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
を
は
じ
め
、
市
内
の

病
院
・
ま
ち
の
診
療
所
な
ど
と
連

携
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

川西リハビリテーション病院が開院
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リハビリテーション

病院

同病院の誘致など   保健・医療政策課    072（740）1136 ／同病院の運営   医療法人晴風園   072（795）0070問い合わせ

病床数 160床（回復期120床〈うち10床は地
域包括ケア病床〉、障がい者病床40床）

主な検査
機器など CT・エックス線撮影装置など

診療科目 内科1診・小児科1診

受付時間 月～金曜日　8：45～11：30
（祝日・年末年始を除く）

内科のみ

病院の主な機能

休日診療
日曜日・祝日・年末年始
10：00～11：30、13：00～15：30

川西リハビリテー
ション病院のホー
ムページはこちら

　
７
月
か
ら
、
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医

療
の
所
得
制
限
を
撤
廃
。
市
在
住
で

中
学
３
年
生
ま
で
の
全
て
の
子
ど

も
の
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
対
象
外
で
、
新
た
に
手

続
き
が
必
要
な
子
ど
も
に
は
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
必
要
と
な
る
受

給
者
証
の
申
請
書
を
、
４
月
下

旬
～
５
月
上
旬
に
送
付
。

　
ま
た
、
所
得
超
過
で
受
給
資
格

が
停
止
し
て
い
る
子
ど
も
に
は
、

６
月
上
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

　
〒
６
６
６
―
８
５
０
１
・
医
療

助
成・年
金
課
へ
郵
送
す
る
か（
郵

便
番
号
と
課
名
で
届
き
ま
す
）、

市
役
所
１
階
の
同
課
で
申
請
を
。

　
６
月
16
日
㈮
ま
で
に
申
請
す
れ

ば
、
７
月
か
ら
使
用
で
き
る
受
給

者
証
が
６
月
下
旬
に
届
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
で
、
申
請
書
が
届

か
な
い
人
は
同
課
へ
。

高
校
生
の
入
院
医
療
費
も
無
料

　

７
月
か
ら
、高
校
生（
高
等
学
校

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
人
も
対
象
）

の
入
院
医
療
費
も
無
料
と
な
り
ま

す
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
費
用
は
各
自
が
窓
口
で
全
額
支

払
っ
て
か
ら
、
申
請
後
に
還
付
し

ま
す
。
領
収
書
な
ど
必
要
書
類
を

持
っ
て
く
る
か
、
郵
送
で
医
療
助

成
・
年
金
課
へ
。
申
請
の
受
け
付

け
は
、診
療
月
の
翌
月
以
降
で
す
。

こ
ど
も
医
療
費
が
無
料
に

７
月
の
診
療
分
か
ら
適
用

問
い
合
わ
せ

医
療
助
成
・
年
金
課　

０
７
２（
７
４
０
）１
１
０
８

詳 し く は
こちらから

02POINT

01POINT 市内で不足していた回復期病床を確保
市からの要請で小児科診療と休日診療も行われます

旧市立川西病院敷地内（南側）

対象者

高校１～３年生

未就学児
小学１～３年生
小学４～中学３年生

入院費
所得制限内 所得制限超過
通院費 入院費通院費

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
×
× ×

×
〇

対象者

高校１～３年生

未就学児
小学１～３年生
小学４～中学３年生

入院費通院費
所得制限なし

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇：無料　×：有料　―：対象外

６月までの通院・入院費 ７月からの通院・入院費

〇：無料　×：有料　―：対象外

　

４
月
に
な
り
、入
学
や
就
職
な
ど

さ
れ
た
皆
さ
ま
、お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
も
気
持
ち
を
引
き
締

め
、職
務
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
年
９
月
、
市
立
川
西
病
院
と

協
立
病
院
を
合
併
し
、「
市
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
現
在
、

二
つ
の
旧
病
院
が
受
け
入
れ
て
い

た
数
を
上
回
る
救
急
患
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
１
日
最

大
50
人
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
患
者
を

受
け
入
れ
る
な
ど
、
公
立
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
資

源
は
有
限
で
す
。
持
続
可
能
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
資
源

の
集
約
と
機
能
の
分
化
が
必
要

で
、
そ
れ
が
医
療
の
質
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
病
院
改
革
で
し
た
。

　
一
方
で
、北
部
地
域
の
か
た
か

ら
は
、
目
の
前
の
病
院
が
な
く
な

る
こ
と
へ
の
不
安
の
声
も
頂
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
急
性
期
機
能

を
持
つ
同
セ
ン
タ
ー
と
、
回
復
期

病
床
を
持
つ
「
川
西
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
」
の
開
設
は
、
結

果
的
に
全
て
の
市
民
の
か
た
に
安

心
で
き
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
医
療
費
は
所
得

制
限
を
撤
廃
。
７
月
か
ら
、
全
て

の
子
ど
も
を
対
象
に
無
料
に
し
、

高
校
生
の
入
院
費
ま
で
対
象
を
拡

大
し
ま
す
。
３
年
度
以
前
、
こ
ど

も
医
療
費
は
小
学
３
年
生
（
小

１
～
３
年
生
は
所
得
制
限
あ
り
）

ま
で
だ
っ
た
も
の
を
、
こ
の
３
年

間
で
大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
多
く
の
財
源
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
持
続
可
能
な
制
度
に

す
る
た
め
に
は
、
今
後
も
多
く
の

事
業
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市長　越田 謙治郎

より安心できる
医療体制へ

市長メッセージ


